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千歳市景気動向調査結果 

調査期間：２０２４年７～９月の実績と２０２４年１０～１２月の見通しについて調査 

調査方法：調査票を送付し、ＦＡＸまたはＷＥＢにて回収 

調査対象：千歳商工会議所会員及び特定商工業者 

回収状況：１３５社 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景気が「良い」の中には、「良いけど悪くなりつつある」などの考えも含まれるため、

業況判断ＤＩは、景気の方向性を表すものです。 

 数値が上昇していれば、良い景況感（景気が良いと感じる企業の割合が増えたこと）を

意味します。 

 

 本調査では前期（２０２４年４～６月）と比較した今期（２０２４年７～９月）の実績

及び、今期（２０２４年７～９月）と比較した来期（２０２４年１０～１２月）の予測、

今期（２０２４年７～９月）と前年同期の比較を掲載しています。  
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ＤＩ（景気動向指数：ディフュージョン・インデックス）とは 

 増加・上昇・好転の企業割合から減少・降下・悪化の企業割合を差し引いた値のこと

です。 

この数字がプラスかマイナスか、また、その大きさにより景気の動きを時期的な推移

の中で把握します。 
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《 全体の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況   ８．１ ↓ ▲５．２ 【   3.3】 → ▲２．２ 

売  上  １７．９ ↓ １１．９ 【   9.2】 ↓ ３．０ 

採  算  ▲４．１ ↓ ▲９．６ 【▲12.5】 ↓ ▲１５．６ 

原 材 料 ▲７４．８ → ▲７７．８ 【▲76.7】 ↑ ▲６５．２ 

資金繰り   ４．９ ↓ ▲８．１ 【▲ 3.3】 → ▲７．４ 

労働時間   ５．７ → ３．７ 【  3.3】 → ５．２ 

雇用状況  ３８．２ → ３３．３ 【 27.5】 → ３２．６ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

               ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（４～６月）設備投資をした企業は３９．０％ 

今期（７～９月）設備投資をした企業は３７．０％ 

来期（１０～１２月）設備投資を計画している企業は３４．８％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 製造業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況 ▲１７．６ ↑ ▲１１．８ 【  37.5】 → ▲１１．８ 

売  上  １１．８ ↓   ０．０ 【  25.0】 →   ０．０ 

採  算 ▲２９．４ ↑ ▲５．９ 【   6.3】 ↓ ▲１１．８ 

原 材 料 ▲７０．６ ↓ ▲８２．４ 【▲81.3】 ↑ ▲５２．９ 

資金繰り  １１．８ ↑ １７．６ 【  18.8】 ↓   ０．０ 

労働時間   ０．０ ↓ ▲１１．８ 【 18.8】 ↓ ▲１７．６ 

雇用状況  ２３．５ ↑ ２９．４ 【 18.8】 ↓ ２３．５ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

               ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（４～６月）設備投資をした企業は４７．１％ 

今期（７～９月）設備投資をした企業は５２．９％ 

来期（１０～１２月）設備投資を計画している企業は６４．７％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 建設業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況  １２．５ ↓ ０．０ 【▲ 4.8】 → ▲３．３ 

売  上   ４．２ ↑ ２３．３ 【▲14.3】 ↓ １０．０ 

採  算  ▲８．３ ↑ ３．３ 【▲28.6】 ↓ ▲１３．３ 

原 材 料 ▲７９．２ → ▲７６．７ 【▲81.0】 ↑ ▲６６．７ 

資金繰り   ４．２ ↓ ▲１０．０ 【▲19.0】 → ▲１０．０ 

労働時間   ４．２ → ３．３ 【  0.0】 ↓ ▲３．３ 

雇用状況  ６６．７ ↓ ５０．０ 【 57.1】 → ５０．０ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（４～６月）設備投資をした企業は５０．０％ 

今期（７～９月）設備投資をした企業は３３．３％ 

来期（１０～１２月）設備投資を計画している企業は４０．０％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 卸・小売業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況  ２３．８ ↓ ▲８．７ 【▲10.0】 → ▲４．３ 

売  上  ２３．８ ↓ １７．４ 【▲ 5.0】 ↓ ▲４．３ 

採  算   ４．８ → ０．０ 【▲20.0】 → ０．０ 

原 材 料 ▲８１．０ ↑ ▲７３．９ 【▲75.0】 → ▲７３．９ 

資金繰り  ▲４．８ → ▲４．３ 【▲ 5.0】 → ０．０ 

労働時間  １９．０ → ２１．７ 【 30.0】 ↑ ３０．４ 

雇用状況  ４７．６ ↓ ３４．８ 【 30.0】 → ３４．８ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（４～６月）設備投資をした企業は２８．６％ 

今期（７～９月）設備投資をした企業は２１．７％ 

来期（１０～１２月）設備投資を計画している企業は８．７％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 飲食・宿泊業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況  ３５．０ ↓ ８．３ 【  4.3】 ↑ ２５．０ 

売  上  ４０．０ ↓ ２５．０ 【 21.7】 ↓ ８．３ 

採  算  ３０．０ ↓ ▲２５．０ 【▲21.7】 ↓ ▲３３．３ 

原 材 料 ▲８０．０ ↓ ▲１００．０ 【▲95.7】 → ▲１００．０ 

資金繰り  ２０．０ ↓ ０．０ 【▲17.4】 → ０．０ 

労働時間  ３０．０ → ３３．３ 【▲ 8.7】 ↓ １６．７ 

雇用状況  ２０．０ ↑ ４１．７ 【  8.7】 ↓ ３３．３ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（４～６月）設備投資をした企業は３０．０％ 

今期（７～９月）設備投資をした企業は３３．３％ 

来期（１０～１２月）設備投資を計画している企業は１６．７％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 その他サービス業の景気動向 》 

運送・生活関連サービス・観光関連サービス・理美容・不動産・その他が含まれます 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況  ▲４．９ → ▲７．５ 【  0.0】 → ▲３．８ 

売  上  １４．６ ↓ ３．８ 【 15.0】 → １．９ 

採  算 ▲１２．２ ↓ ▲１８．９ 【▲ 2.5】 → ▲２０．８ 

原 材 料 ▲６８．３ ↓ ▲７３．６ 【▲62.5】 ↑ ▲５６．６ 

資金繰り   ０．０ ↓ ▲１８．９ 【  5.0】 ↑ ▲１３．２ 

労働時間  ▲９．８ → ▲５．７ 【▲ 7.5】 ↑ ３．８ 

雇用状況  ３１．７ ↓ ２２．６ 【 25.0】 → ２４．５ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

                     ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（４～６月）設備投資をした企業は３９．０％ 

今期（７～９月）設備投資をした企業は４１．５％ 

来期（１０～１２月）設備投資を計画している企業は３７．７％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 全体の経営上の問題点 》 

 今回の調査でも、経営上直面している問題点で多かったのは、前回に引き続き『原材料仕入価

格の高騰（４７．４％）』、次に、『人員・人材確保（４３．０％）』『経費増加（３７．０％）』が多

い結果となりました。 

前期と比較すると、『原材料仕入価格の高騰』は７．９ポイント低下、『人員・人材確保』は７．

４ポイント低下していますが、『経費増加』は１１．０ポイント増加となっています。 

 

 

 

《 業種別の経営上の問題点 》 

 製造業 建設業 卸・小売業 飲食・宿泊業 サービス業 

1 位 原材料仕入価格高騰 人員・人材確保 原材料仕入価格高騰 原材料仕入価格高騰 人員・人材確保 

2 位 
 

経費増加 

販売価格の値上げ難 

人員・人材確保 

原材料仕入価格高騰 
 

人員・人材確保 

経費増加 

経費増加 
 

原材料仕入価格高騰 

経費増加 

3 位 経費増加 販売価格の値上げ難 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

人員過剰

設備投資による資金圧迫

後継者の不在

資金借入難
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デジタル化の遅れ

需要停滞、売上減少

販売価格の値上げ難
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原材料仕入価格の高騰

今回 前回 前年同期
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《 観光関連の景況 》 

観光に直接的に関わる業種及び企業を抜粋し調査しました。 

対象事業者 

市内の宿泊業、市内の観光関連業、市内の運送業、清水町・幸町周辺の飲食業、 

新千歳空港及び周辺の観光関連事業者、支笏湖・モーラップ地区の事業者 

 

景気動向 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況  １４．３ → １６．７ 【  4.0】 ↑ ２２．２ 

売  上  ２８．６ ↑ ５０．０ 【 28.0】 ↓ ３８．９ 

採  算   ７．１ ↓ ０．０ 【▲12.0】 ↓ ▲５．６ 

原 材 料 ▲８９．３ ↓ ▲９４．４ 【▲92.0】 → ▲９４．４ 

資金繰り   ７．１ → １１．１ 【▲20.0】 ↓ ０．０ 

労働時間  １０．７ ↑ ２７．８ 【▲ 8.0】 → ２７．８ 

雇用状況 ▲３５．７ → ▲３３．３ 【▲12.0】 → ▲３３．３ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  
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《 DX の取組み 》 

今回の調査では DX に取り組んでいる企業は３３％、取り組んでいない企業は６７％あり、成果

が出ている企業は全体の２４％でした。 

 

 

DX に取り組んでいるが成果が出ていない理由のうち最も多かった回答は『ビジョンが定まって

いない（３３％）』でした。 

 

 

DX に取り組んでいない理由で最も多かった回答は、『不必要（３６％）』でした。 
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知識不足

21%
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11%
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《 企業の声 》 

今回の調査結果によると、全体の景気動向指数は前回の実績とは異なり、今期は下向きや横ば

いの項目が多く見られました。特に、飲食・宿泊業やその他のサービス業では、業況の悪化が目

立っており、原材料の仕入れ価格が高騰し、採算が取れず、業績が悪化していると考えられます。 

 

また、全業種に共通する課題として、原材料の高騰、人員・人材不足、経費の増加が挙げられ

ました。物価高が長期化する中で、企業は何度も値上げを試みても価格転嫁が追いつかず、苦し

い状況にあるとの声もあります。 

 

千歳市の今期（7〜9 月）の有効求人倍率は平均 0.87 倍で、令和 6 年 1 月以降は毎月 1 倍を下

回っています。この状況にもかかわらず、企業は人員不足に直面しており、賃金上昇が採用難の

一因となっていると考えられます。 

人材不足に関して、当所では会員サービスとして生活情報誌「ちゃんと」に無料求人掲載を行

っており（3回目 12/20～1/10募集）、引き続き効果的な対策を講じていきます。 

 

DX に取り組んでいると回答した企業は 33％であり、そのうち約 72％の企業は成果が出ている

と回答しました。中小機構の調査によると、DXへの取り組みは、特に文書の電子化やペーパーレ

ス化が進んでおり、76％の企業が成果を実感しています。 

 

また、地価の上昇により、不動産物件や賃貸物件の高騰が続いており、店舗や倉庫の確保が困

難に。また、立ち退き問題などもあり、企業の運営に影響を与えているとの声があります。 

 

物価高騰については、他の市町村で実施されている支援策等を、当市でも実施してほしいとい

う要望も寄せられています。 

千歳商工会議所では、補助金や助成金などの情報を LINE 公式アカウントで随時発信していま

す。また、企業ごとの課題解決に向けて、事業計画作成支援、経営支援、事業承継相談会などを

実施していますので、ご興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。 

 

また、Rapidus株式会社や鹿島建設株式会社との取引希望がある企業向けに、会員情報の提供窓

口を設置しています。取引を希望される企業は、商工会議所の公式ウェブサイトからエントリー

をお願いします。 

  

本調査にご協力いただきました企業の皆様、ありがとうございました。 

次回調査は令和 7 年 1 月頃です。引き続きご協力の程よろしくお願いいたします。 

 


